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渡良瀬遊水地ロゴマーク使用規程 

平成２９年３月２９日 

渡良瀬遊水地保全・利活用協議会 

（趣旨） 

第１条 この規程は、渡良瀬遊水地保全・利活用協議会（以下「当協議会」という。）

が作成した渡良瀬遊水地ロゴマーク（以下「ロゴマーク」という。）を使用する場

合の取扱いに関し、必要な事項を定めるものとする。 

（ロゴマークのデザイン） 

第２条 ロゴマークのデザインは、渡良瀬遊水地ロゴマーク使用マニュアル（以下「使

用マニュアル」という。）に定めるものとする。 

（ロゴマークに関する権利） 

第３条 ロゴマークに関する一切の権利は、当協議会事務局の国土交通省利根川上流

河川事務所（以下「事務局」という。）に帰属する。 

（使用届出書の提出） 

第４条 ロゴマークを使用しようとする者は、使用を開始する日の１０日前（土、日、

祝日の日数は算入しない）までに、事務局に必要事項を記入した「渡良瀬遊水地ロ

ゴマーク使用届出書」（別記様式１、以下「使用届出書」という。）をメールによ

り提出するものとする。 

２ 前項の規定する使用届出書の提出があった場合、事務局は使用目的が次の各号の

いずれかに該当しない限り使用を認めるものとする。 

(1) 法令又は公序良俗に反し、又はそのおそれがある場合。 

 (2) 当協議会の信用又は品位を傷つけ、又はそのおそれがある場合。 

 (3) 自己の商標、意匠等として独占的に使用し、又はそのおそれがある場合。 

 (4) 営利目的に利用し、又はそのおそれがある場合。ただし、報道関係機関が報道

目的で使用する場合を除く。 

 (5) 特定の個人、政党、思想若しくは宗教の活動に使用し、又はそのおそれがある

場合。 

 (6) 当協議会の事業又は当協議会が認めた関連事業を推進する上で支障を来し、又

はそのおそれがある場合。 

 (7) 渡良瀬遊水地のイメージを損なうおそれがあると認められる場合。 

 (8) その他事務局が使用について不適当と認めた場合。 

３ 前項の規定により使用を認めた場合、事務局は遅滞なく、その旨及びロゴマーク

の電子媒体をメールにより送付するものとする。 

（遵守事項） 

第５条 前条に基づき使用を認められ、ロゴマークを使用する者（以下「使用者」と

いう。）は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 
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 (1) 事務局へ届け出た使用目的のみに使用すること。 

 (2)  渡良瀬遊水地のイメージを損なう使用をしないこと。 

(3)  ロゴマークに「渡良瀬遊水地ロゴマーク」の表記をすること。 

(4)  自己の商標若しくは意匠に使用しないこと。 

(5)  商標権、意匠権等の知的財産権の申請をしないこと。 

 (6)  使用マニュアルに従い、ロゴマークの基本デザイン要素を正しく再現して使用

すること。 

（変更届出書の提出） 

第６条 使用者は、使用届出書の記載事項に変更が生じた場合には、事務局に必要事

項を記載した「渡良瀬遊水地ロゴマーク変更届出書」（別記様式２、以下「変更届

出書」という。）をメールにより提出するものとする。ただし、使用目的に変更が

生じた場合には、新たに使用届出書を提出するものとする。 

（使用の管理等） 

第７条 使用者は、ロゴマークの使用状況についての報告をするものとする。また、

事務局は、ロゴマークを使用した資料や物品等の提出を求めることができる。 

 （使用の差し止め） 

第８条 ロゴマークの使用に関し、次の各号のいずれかに該当すると認められる場合、

事務局はロゴマークの使用を差し止めることができる。 

 (1)  この規程に違反して使用した場合。 

(2) 第４条又は第６条に基づき提出された届出書に虚偽の記載があった場合。 

 (3) 使用者が法令に違反した場合。 

 (4) 前各号に掲げるもののほか、事務局が不適切と認めた場合。 

（使用料） 

第９条 ロゴマークの使用料は、無料とする。 

（事故、苦情等の処理） 

第１０条 ロゴマークを使用した物、施策、活動等に関する事故・苦情等が発生した

場合は、使用者が自己の責任の下で必要な措置を講ずるものとする。また、事務局

は、ロゴマークの使用により生じた一切の損害についての責任を負わないものとす

る。 

（補則） 

第１１条 この規程に定めるもののほか、ロゴマークの使用に関し必要な事項は、事

務局が別に定める。 

附 則 

この規程は、平成２９年３月２９日から施行する。  






